
されることが予想さ

れる。(鰐持敏治)

モー タカー (英)

motor car 主とし

て保線や建設などの

作業員，材料の輸送

ならびに巡回 ・ 視察

のために用いられる

保線用車問。国鉄に

初めて輸入されたの

は確実な記録では大

正 11 年ころであり ，

当初Jのものは 3- 5

W程度の小型のもの

であった。国産でモ

ー タカ ーが製作され

たのは大正 13 年で

瞳歯歯固目

あるが， 発動機は米 5 独立岡山l装置

国製で単に車体を国産化したに過ぎない。その後昭和 2 年に初

めて発動織も国産できるようになり逐次改良されつつ使用目的

に応じた各樋形式のものが考案された。現在国鉄において使用

されているものには貨物型， 兼用型， 作業用，視察型， 大型の

5 磁類がある。

l 貨物主主 公称 25 1干貨物型モータカーとよばれ， 日本

工業規格 JISE180 1 で制定されている。主としてレ ーノレ等重量

材料の運搬に使用される。発動機は7k冷ガソリン銭関またはデ

ィ ーゼノレ織闘でガソ リ γ機関はニ ッサン， トヨダ製， ディ ーゼ

ノレ機関は，いすず裂のものをとう載し， いずれも エンジンの性

能や操縦ペダノレの配置は日本工業規絡 JISD 4301 の規定に準ず

るもので， フレ ー ムは型鋼を骨組とし， これに床用鋼板を強っ

て，その一端を運転室にしたもの圃』』 a -一一「

モータカー

油圧後械によ っ て， 転向を操縦者 1 人で自動的に行える自動転

車装置を備えたものがある。

2 兼用型公称 15H' 兼用型モ ー タカーとよばれ，巡回視

察を主とし， その他材料の奪， 1 (けんいん)に用い られ，後|刻ft

空冷式 2 シリンダ特殊対向型で，

駆動方式は摩擦盤式である。煙草関

は車体の中央に設置し，滋関をは

さんで運転者席，指簿者席を前方

に，後方に視祭者/$を設けたもの

で雨覆設備はない。日本懐準規格

通障面詰益還孟

謹園置眠
JES E 18011こ制定されていたが 2. 兼用型モ ー タカ ー

日本工業規絡 JIS に切換えられたとき廃止された。国鉄におい

ては逐次他の形式のものに置換えている。

3 作業用作業用軌道モー

タカ ーと よばれA型 ・ B型の 2 種

類がある。 A型は 18 H'， B ~自は 6

H'でA型は主 として作業用小椋

材・作業員の輸送に， B裂は作業

員の輸送 ・ 連絡 ・ 巡回に主として

使用される。いずれも軽量で取扱 3 作奨用モ ー 夕方 一

いが簡単であり ， 作業合l'Jl化のための後初J力の名において近日午

急激に増備されている。

4 視察型最近純視察用として国鉄で設計されたもので

ある。 後関および革まわりはA型作業用モ ー タカ ー とほほ・同じ

であるが， 防音のため機関はダ I '. l・F

一寸
イナミッ Fサスペンションによ 占畠 ， .1:轟

り車体に取付けられ，車輸はタ

イヤと総体との聞に，緩衝プム

をはめこんだ組立式特殊防音車

輸が用いられている。側壁およ

び屋根のフレームは型鋼材を骨 4 視祭用モータカー

組とし， 仕上鋼板をはり ，内側に防熱用フェノレトを張りつめた

もので，後闘は車体の中央部に設置し，その両側に運転者!市，

指障者席と前方 ・ 後方に視祭者席を設けたもので，乗員は全員

で 8 名である。プレーキは足踏式 ・手動式が併設され， いずれ

も 4 輸に作用する。

5 大 型最近畿材の運搬の高速化，能率化の要望にこ

で，プレーキは足踏式 ・ 手動式が

併用され 4 輸に作用する。 クラ ッ

チは摩擦盤式で変速織は 4 段切燥

で逆転憾の操作により前後進とも

等速に走行することができる。伝

動装置は推進軸式後執駆動になっ

ている。なおこのモータ カ ーには l 貨物型モ ー タカー たえて国鉄で設計されたものである。発動後は水冷ディ ーゼノレ

第 1 表軌道 モー タカーの主要項目

瓦子之三 | JIB -18 l
貨物モータカー AAffl モ ー タカ 一 | 作業向モー タカ ー | 作業用 B型…ヵ - 1 大型モ ー タカー

大(長さ×幅き×高ささ) 3，550 X2 ，O∞ X2，100mm 3,150 X 1,800 X 1,450mm 2.600 X 1,750 X l ,7oomm 2,040X 1 ，4∞ X 1 ， 100mm 5,130 X 2,060 X 2,650mm 

自 重 2，ぽlO kg 1 ， 2∞ kg 710kg 230kg 6，∞Okg 

事
軌 間 l ,067mm 1.067mm l ,067 mm l ,067mm l ,067mm 

変速段 数 前後進とも 4 段 前後進とも 4 段 前後進とも 3 段
前後進とも

前進 4 段後進 l 段2 段自動変速式

4 輸同 時ひ制手動 足手動踏 22 軸軸 24 輸給 4 給同 時制 動 4 鎗同時制動 4 繍同時式$lJ動空動気プレ ー
体 プレ ー キ装置 ベダ Jレおよ 動 ベダ ル および手動 ベダルおよび手動

キ，ねじ手プレーキ
およびセ γ タ ー プレ ー キ

燃料消費量 平均 0.351 /km 平均 0.22 l/km 平均 0.12 1/km 平均 0.07 l/km 平均 0.31/km

l畿 型 式
縦型 4 サ イクノレ 水冷対向型 90 ・V型 4 サイクル

4 サイクル単気筒 直水冷 4 サイクノレ 6 気筒@Il 
6 気筒 4 サ イクル 2 気筒 2 気筒 列予焼式ディゼJレ

l伺滑装置 ポ γ プ圧送式
および飛 沫

同 左 同 左 飛 沫 式 ポンプ圧送強制循環式

冷却装置 ポンプ循環水冷式 空 冷 式 同 左 同 左 ポンプ循環水冷式

始動装置 自動および手動式 同 左 キックスタ ー タ ー
押出始動および

自動お よび手動式関 キック始 動

最回大転馬力，数 75 IP /3,000 r.p.m 24 1P/1 ，8∞ r.p.m 181P / 2,550 r .p.m 6 1P/3 ，O∞ r .p .m 118 1P/2 ，6∞ r.p.m 
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